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福
岡
や
熊
本
の
セ
ク
ハ
ラ
裁
判
に
関
て
く
れ
と
い
う
が
、
身
体
を
一
刻
も
早
近
と
ろ
珍
し
く

わ
っ
て
き
た
辻
本
さ
ん
は
、
裁
判
上
の
く
洗
っ
て
し
ま
い
た
い
の
が
被
害
者
の
や
る
気
の
あ
る
若

問
題
点
に
ふ
れ
、
「
強
姦
は
密
室
で
行
心
理
。
赤
く
な
る
ほ
ど
ゴ
シ
ゴ
シ
と
洗
者
た
ち
を
見
た
、

わ
れ
、
民
事
裁
判
で
は
、
被

害

者

は

被

う
。
そ
の
ζ
と

自

体

が

証

拠

に

な

ら

な

と

思

っ
た
。
埼
玉

筈
に
あ
っ
た
乙
と
を
自
ら
立
証
し
な
く
い
か
」
と
、
勇
気
を
奮
っ
て
発
言
し
た
。

県
所
沢
高
校
の
高

て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ

ま

で

の

裁

判

で

板

谷

さ

ん

は

、

証

拠

集

め

に

性

犯

罪

校

生
た
ち
だ
。
テ

は
、
裁
判
官
の
も
つ
被
害
者
像
は
、
位
専
用
の
捜
査
キ
ッ
ト
を
用
意
、
実
視
検
レ
ピ
で
見
て
い
て

き
叫
ぶ
、
抵
抗
す
る
な
ど
い
わ
ゆ
る
η

強
分
に
人
形
を
使
う
な
ど
の
担
査
努
力
に
も
、
自
分
た
ち
の

姦
神
話
“
に
基
づ
く
こ
と
が
多
く
、
恐
理
解
を
求
め
、
「
近
親
姦
で
告
訴
し
た

一
考
え
を
は
っ
き
り
と
一言
い
、
ま

怖
で
声
を
出
せ
な
い
な
ど
被
害
者
の
心
女
性
の
悔
し
さ
を
証
拠
と
共
に
調
書
に
一
こ
と
に
気
持
ち
が
よ
い
。
他
人

が
六
か
月
と
短
い
と
と
も
、
妨
げ
に
な
埋
が
理
解
さ
れ
な
い
場
合
も
少
な
く
な
ま
と
め
、
卜
八
年
の
懲
役
を
勝
ち
取
っ
一
と
違
っ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
を

っ
て
い
る
。
「
告
訴
期
聞
を
過
ぎ
て
し
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

た
。
だ
か
ら
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
と
一
怖
が
り
、
議
論
や
計
画
や
、
固

ま
っ
た
被
害
者
に
は
、
無
料
の
弁
護
制
被
害
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
た
め
の
呼
び
か
け
た
い
」
と
。
「
男
性
締
官
に
よ

一
倒
な
こ
と
を
臓
が
る
と
一言
わ
れ

度
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
被
法
判
で
、
被
告
が
さ
ら
に
傷
つ
け
ら
れ
る
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
」
の
問
題
や
、
ネ

一
る
現
代
の
若
者
。
ζ
ん
な
高
校

害
者
の
立
場
に
立
つ
弁
護
上
が
い
る
こ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
原
告
側
の
皮
ッ
ト
に
は

「裁
判
の
手
順
や
普
及
し
て

一
生
も
い
た
の
だ
と
、
つ
れ
し
く

と
は
心
強
い
。
ネ
ッ
ト
の
結
成
を
、
係
論
で
、
被
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
制
限
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も
あ
が
っ
た
。一

な
っ
て
し
ま
っ
た
V
所
沢
高
校

一
同
大
変
喜
ん
で
い
る
」
と
話
す
。

な
く
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
角
田
さ
ん
は
、
性
犯
罪
の
告
訴
期
間

一
は
、
制
服
や
頭
髪
の
規
制
が
な

加
え
、
経
済
的
苦
痛
が
伴
う
。
ま
ず
病
河
野
さ
ん
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
だ
。
「
そ
れ
を
ど
う
防
ぐ
か
、
今
後
の
の
問
題
や
、
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

一
い
自
由
な
校
風
が
伝
統
で
、
生

院
に
飛
び
、
手
4
、
診
療
費
、
不
幸
に
も
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
伊
あ
げ
、
「
こ
の
と
問
題
と
し
て
ク
リ
ア
l
し
な
く
て
は
な
保
護
し
得
な
い
な
ど
、
司
法
体
制
の
不

一
徒
と
教
職
員
の
聞
に
意
見
の
食

妊
娠
し
て
い
れ
ば
中
絶
世
等
す
べ
て
本
と
が
加
害
者
の
誠
意
の
な
さ
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
語
る
。

備
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

「立
一
い
違
い
が
出
た
場
《
、
両
者
の

人
が
負
担
。
転
居
、
転
職
せ
ざ
る
を
得
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
会
場
に
は
、
弁
護
士
、
女
性
の
た
め
法
に
も
す
ぐ
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ

一
代
表
が
話
合
い
、
《
意
点
を
さ

な
く
な
り
、
そ
の
政
財
が
か
か
る
。
そ
ズ
ム
に
基
づ
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
の
救
援
施
設
で
働
く
人
な
ど
約
二
胃
人
た
」
と
述
べ
て
い
た
。

一

が
し
市
p
b
z
決
め
て
き
た
と
い

の
上
裁
判
白
用
を
考
え
る
と
、
弁
護
上
い
、
多
様
な
機
闘
が
手
を
結
び
被
害
者
が
参
加
。
性
暴
力
被
害
に
あ
っ
た
女
件
述
絡
先
は
田
中
合
同
法
律
引
務
所
四

一
つ
。
こ
う
し
た
校
風
が
あ
れ

に
頼
め
な
い
と
い
う
被
害
者
も
い
る
よ
の
ケ
ア
に
あ
た
る
、
ア
メ
リ
カ
の
現
場
は
「
鰐
察
は
強
姦
が
あ
っ
た
ら
シ
ャ
ワ

0
5
5
9
・
泣
・
7
2
2
3、
四
0
5
一
ば
、
今
の
高
校
生
も
こ
ん
な
に

う
だ
」
。強

姦

が

親

告

罪

で

、

告

訴

期

聞

を

紹

介

し

た

。

ー

を

浴

び

ず

、

そ

の

ま

ま

の

状

態

で

来

5
9
-
M
・
0
6
5
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一

日
主
的
に
恒
を
運
べ
る
の
だ
と
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一
思
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
H

十
日
、
七
婦
人
団
体
議
会
活
動
連
の
意
見
で
な
く
自
分
個
人
の
意
見
と
述
も
に
変
え
る
こ
と
、
と
一互
い

「J
U

つ
の

一
厳
粛
な
式
典
u

ば
か
り
い
う
校

絡
委
員
会
に
よ
る
「
mm
婦
選
会
議
」
ベ
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

は
簡
単
だ
が
現
実
は
厳
し
い
」
と
も
。一

長
さ
ん
。
頭
の
中
に
生
徒
の
ζ

が
渋
谷
の
婦
選
会
館
で
行
わ
れ
た
。
口
火
を
武
田
節
子
さ
ん
(
公
明
)
が
し
か
し
、
少
し
ず
つ
だ
が
変
化
し
つ

一
と
は
な
く
、
学
習
指
導
要
領
と

内
容
は
、
こ
の
夏
の
参
院
選
を
視
切
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
所
で
女
性
差
別
が
つ
あ
る
。
勺
党
の
タ
性
議
白
が
団
結
し

一
教
育
委
員
会
戸
げ
が
あ
る
と
思

野
に
入
れ
た
、
各
政
党
の
女
性
の
参
行
わ
れ
、
男
性
主
導
の
政
治
が
行
わ
れ
て
議
員
立
法
に
取
り
組
ん
だ
"
児
市
一
口

一
っ
た
マ
校
長
が
行
っ
た
ぷ
業
式

議
(
自
民
、
社
民
は
町
窓
口
で
欠
席
)
て
い
る
。
明
性
主
導
政
治
の
欠
点
は
、
杏
、
児
寧
ポ
ル
ノ
、
人
身
売
買
“
祭
比

一
に
は
千
・
0

円
二
卜
しハ
人
の
朱
業

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
政
治
と
凶
民
が
遊
離
し
、
利
権
争
い
の
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
と
い
う
縦

一
生
の
う
ち
一
二
十

-人
し
か
山
府

で
、
討
論
テ
l
マ
は
「
参
院
の
仔
任
政
治
だ
」
と
指
摘
し
、
こ
の
構
造
を
女
作
に
、
会
場
か
ら
拍
宇
が
起
こ

っ
た
。一

せ
ず
、
入
学
式
は
、
山
席
し
な

と
現
状
」
「
女
性
の
立
場
か
ら
政
策
突
が
先
に
来
る
"
皮
切
政
治
“
に
牢
え
る
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l
の
久
保
旧
山
市
さ

一
い
と
入
学
許
叶
を
山
さ
な
い
と

現
は
可
能
か
」
「
女
性
の
政
治
参
画
推
乙
と
。
そ
の

一
歩
は
ナ
イ
ロ
ビ
の
将
来
ん

(前
・
参
議
)
は

「私
が
議
U
を
辞

一
ま
で
校
長
と
県
教
委
で
向
し
た

進
の
方
策
」
な
ど
七
項
目
。
コ
|
デ
戦
略
、
北
京
の
行
動
綱
領
を
い
か
に
国
め
た
三
年
の
聞
に
、
国
会
も
変
っ
て
来

一
の
に
四
割
が
欠
席
。
そ
し
て
生

ィ
ネ
l

立
法
提
言
も
視
野
に
活
動

短
い
告
訴
期
聞
が
η

難
関
“

セ
ク
ハ
ラ
、
強
姦
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
等
、
主
に
女
性
に
向
け
ら
れ
る
性
暴
力
裁
判
で
、
こ
れ
ま

で
被
害
者
の
代
弁
人
と
し
て
個
々
に
事
件
に
関
わ
っ
て
き
た
弁
護
士
が
、
全
国
的
な
規
模
で
情
報
交
換
、
被
害
者
の
相

談
に
乗
れ
る
体
制
を
取
り
た
い
と
、
「
性
暴
力
裁
判
全
国
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結
成
、
そ
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
四
日
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

・
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
問
題
に
関
心
を

寄
せ
る
全
国
の
弁
護
士
た
ち
約
五
十
人

で
結
成
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
体
の
情
報
を
一
か
所
に
集
め
、
共
有

す
る
(
そ
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー
作

り
)
、全
国
の
支
援
弁
護
上
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
、
シ
ン
ポ
、
研
究
会
等
の
開
催
。

ま
た
実
践
活
動
歩
踏
ま
守
え
た
立
法
の
提

言
を
視
野
に
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
板
谷
利
加

予
(
神
奈
川
県
瞥

・
性
犯
罪
控
査
係

長
)
、
阿
野
田
代
美
(
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
、
辻
本
育
子
(
弁
護

士
)
さ
ん
が
山
席
、
角
田
由
紀
子
(
弁

投
じ
)
さ
ん
の
品
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
問
題
出
起
し
た
。

板
谷
さ
ん
は
九
六
年
、
神
奈
川
県
拙

内
に
で
き
た
、
女
性
捜
査
員
の
み
で
組

織
す
る
「
性
犯
罪
担
査
課
」
の
キ
ャ
ッ

プ
と
し
て
、
の
べ
四
千
人
の
女
性
の
声

伊
受
け
止
め
て
き
た
。

「
女
性
に
と
っ
て
性
犯
罪
ほ
ど
、
人

中
L

そ
の
も
の
を
変
え
て
し
ま
う
事
件
は

な
い
」
と
控
査
現
場
の
実
感
を
語
る

一

方
で
、
「
被
害
届
が
少
な
い
こ
と
が
性

犯
罪
事
件
の
特
徴
」
と
指
摘
す
る
。
主

な
理
由
は
三
つ
あ
る
。
障
が
広
が
り
、

さ
ら
に
傷
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
思
い

(
レ
イ
プ
さ
れ
た
女
性
に
対
す
る
社
会

の
偏
見
)
、
閣
査
(
比
批
判
)
で
、
犯
人
と

直
接
対
崎
、
裁
判
官
や
弁
護
土
か
ら
も

辛
い
自
問
冷
ミ
C
れ
る
の
で
は
な
い
か
の

不
安
、
そ
し
て
、
犯
人
の
報
復
・
:
。

「
被
害
火
性
に
は
、
精
神
的
苫
痛
に

夏の参議院選を見すえて
7団体力昔、パネルディスカッション

女性の参政権を有効に行使

左
か
ら
、
吉
川
さ
ん
、
円
さ
ん

堂
本
さ
ん
、
久
保
田
さ
ん

留 盤面
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c=女性ニュース〉は、読者とともにつくる新聞です

最
近
、
友
人
が
お
か
し
な
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

近
々
結
婚
す
る
彼
は
、
フ
ィ

ア
ン
セ
に
せ
が
ま
れ
て
、
昨
今

大
流
行
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
写
真
を

掲
り
に
行
っ
た
。
締
腿
に
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
し
て
(
男
性
も
)
、ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や
タ
キ
シ

ー
ド
な
ど
お
好
み
の
礼
服
を
持

込
ん
で
撮
る
。
仕
上
が
っ
て
出

て
き
た
彼
女
を
見
て
彼
は
思
わ

ず
、

「
あ
な
た
は
、
あ
の
、
僕

の
X
Xさ
ん
で
す
よ
ね
っ

?
」。

そ
れ
ほ
ど
画
変
わ
り
し
て
い

た
。
か
く
い
う
彼
自
身
も
、
鏡

の
中
の
人
物
が
と
て
も
白
分
と

は
思
え
な
か
っ
た
。

石川郁中国=⑬
4 遊説選選露

ス
タ
ジ
オ
は
、
順
番
を
待
つ

大
勢
の
男
女
で
入
り
乱
れ
て
い

た
が
、
み
な
自
分
の
相
手
が
見

分
け
ら
れ
な
く
て
ウ
ロ
ウ
ロ

「
も
っ
、
茶
番
。

二
度
と

と
め
ん
だ
ね
」
。
ま
あ
、
二
度
あ

ブ
ラ
イ
ダ
ル

記
念
写
真
に

感
じ
だ
。
「
撮
ら
な
い
な
ら
結

婚
し
て
あ
げ
な
い
」
と
と
ね
ら

れ
た
人
も
い
る
。
結
婚
写
真
と

は
い
っ
て
も
、
日
本
式
の
厳
粛

な
記
念
写
真
で
は
な
く
、
新
郎

新
婦
が
セ
ッ
ト
の
前
で
ム
ー
ド

十
五
万
円
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
も

あ
る
。
大
き
く
引
き
伸
ば
し
た

額
入
り
写
真
の
ほ
か
に
、
ニ
ト

枚
前
後
の
写
真
ア
ル
バ
ム
が
二

冊
。
そ
ん
な
に
あ
っ
て
も
仕
方

あ
る
ま
い
と
い
う
気
が
す
る

が
、
一
枚
で
は
商
売
に
な
ら
な

い
の
か
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う

な
仕
組
み
だ
。

三
千
元
と
い
え

庁
主
役
“
の
夢
を
託
す

つ
て
は
困
る
だ
ろ
う
が
。

こ
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
写
真
ω

婚

紗
撮
影
“
は
、
今
や
新
婚
カ
ッ

プ
ル
の
聞
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ふ
つ

う
は
女
性
の
方
が
熱
心
で
、
男

性
は
渋
々
お
供
す
る
と
い
っ
た

た
っ
ぷ
り
に
甘
い
ポ
l
ズ
歩
取

る
。
希
望
す
れ
ば
島
外
で
も
撮

っ
て
く
れ
る
。

お
値
段
は
決
し
て
安
く
な

い。

一一A
千
元
前
後
(
約
五
万

円
)
の
コ
ー
ス
が
一
番
よ
く
利

用
さ
れ
る
が
、
巾
に
は
ト
万
、

ぱ
、
北
京
で
も
上
ク
ラ
ス
の
給

与
三
カ
月
分
!

「
だ
っ
て
一
生

に
一
度
の
こ
と
だ
も
の
。
高
く

た
っ
て
掘
っ
て
お
か
な
き

ゃ
!
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

一
ト
刀
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
撮
っ
て
も
ら
う
η

芸
術
写

る
。
婦
ら
れ
る
時
も
日
本
の
女

の
子
の
よ
う
に
照
れ
た
り
せ

ず
、
臆
せ
ず
堂
々
と
ポ
l
ズ
を

と
る
。
H

婚
紗
写
真
“
に
し
ろ
n
芸

術
写
真
“
に
し
ろ
、
彼
女
た
ち

れ
は
変
身
願
望
と
自
己
顕
示
猷

が
合
体
し
た
ひ
と
つ
の
自
己
表

現
な
の
だ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
娯

楽
の
少
な
い
中
国
で
、
写
真
は

庶
民
も
手
の
届
く
手
頃
な
楽
し

あくまでもロマンティックに、
美しくが基本のV昏紗撮影"

ト
峯
喜
愛
さ
ん
に
、
最
高
裁
は

十
日
、
処
分
伊
違
法
と
し
た
二

審
判
決
を
破
棄
。
援
さ
ん
の
敗

訴
が
確
定
。

園
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
和
平

十
日
朝
、
英
国
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
紛
争
は
、
狙
自
議
会
や
自

治
権
等
で
合
意
、
和
解
。

圏
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

が
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
圏
内
大

使
に
任
命
。

圃
ポ
ル

・
ポ
卜
氏
死
去

カ
ン
ボ
ジ
ア
元
首
相
で
百
万

人
以
上
の
自
国
民
を
死
に
お
い

や
っ
た
ポ
ル

・
ポ
ト
氏
が
十
五

日
死
去
。
ポ
ル

・
ポ
ト
派
も
急

激
に
勢
力
を
弱
め
て
い
た
。

画
経
済
の
路
線
転
換
を
首
相

言
明橋
本
首
相
は
四
月
九
日
の
記

者
会
見
で
、
経
済
危
機
打
開
の

た
め
総
合
経
済
対
策
に
十
六
兆

円
、
四
兆
円
の
特
別
減
脱
な
ど

を
表
明
。
財
政
再
建
路
線
か
ら

積
極
財
政
路
線
に
転
換
し
た
こ

と
に
、
野
党
か
ら
「
政
策
の
誤

り
」
に
つ
い
て
責
任
を
問
う
声

が
出
て
い
る
。
こ
の
程
度
で
景

気
が
上
向
く
か
、
危
ぶ
む
声

も。
圃
指
絞
押
な
つ
拒
否
再
入
国

不
許
可
取
消
し
訴
訟
逆
転
敗
訴

押
な
つ
拒
否
の
た
め
永
住
資

格
を
失
っ
た
韓
国
人
ピ
ア
ニ
ス

⑧闘争マル
-
づ
す
く
ら

ほ
ん
の
り

A

叫
会
σ
の
い
み

城
下
町
の
面
影
を
今
も
残
す

う
す
く
ち
の
ふ
る
さ
と
、
播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
子
守
歌
に

ゆ
っ
く
り
と
歳
月
に
磨
か
れ
た

うすくち醤油発祥の地:兵庫県龍野市

ヒn~〆マル醤油株ま会事I

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う
す
く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ
ーー

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し
く
引
き
立
て
ま
す
。
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少
子
と
高
齢
化
に
焦
点

ーー

社
会
シ
ス
テ
ム
変
え
て
い

〈戸事窪田〉

【千
葉
】「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
1
世
チ

・
商
船
化
時
代
の
私
た
ら
の
ヰ
き
方

i
」
宇
=
T
l
マ
に
、
朝
日
忘
野
女
性
フ
才
l
う
ム
が
開
か
れ
た
(
於

・
宵
芯
野
文
化
ホ
ー
ル
)
。
パ

ネ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
少
子

・
民
社
会
の
問
題
点
や
今
後
取
り
組
む
ベ
当
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
中
嶋
田
ヒ
芙
(
出
火
平
等
運
動
家
)
、
南
美
希
チ
(
キ
ャ
ス
タ
)
、
押
藤
典
ヂ
(
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
)
、
渋
谷
敦
司
(
茨
城
大
助
教
授
)
さ
ん
ら
同
人
の
ハ
ネ
リ
ス
ト
が
話
し
肖
っ
た
。

昨
年
、
総
理
府
が
行
っ
た
ー
男

女
共
同
診
画
社
会
に
関
す
る
此

論
調
企
」
を
例
に
引
き
な
が

ら
、
問
地
代
社
会
に
お
け
る
明
女

の
助
刈
に
つ
い
て
詰
し
た
巾
附

さ
ん
は
、
」
人
一
人
が
自
分
ら

し
い
午
さ
h
が
で
さ
る
時
代
な

の
だ
か
ら
、
結
婚
し
よ
う
が
、

子
y
y
b
A
T行
た
な
い
で
い
よ
う

が
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
と
し
た
l
で
、
子
ど
も
を

生
ま
琴
、
な
っ
た
理
由
の
一
つ

に
「
仕
剰
と
吾
川
唱
の
両
立
が
困

難
」
と
い
う
符
が
多
く

「家
事

台
児
が
女
性
の
負
担
に
な
っ
て

い
る
。
周
状
を
変
え
て
い
か
な

い
と
少
子
社
会
は
止
ま
ら
な

い
。
共
闘
さ
の
女
性
が
実
に
家

申
育
児
の
平
分
也
午
前
例
っ
て
も
り

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
反

し
、
回
目
件
の
半
分
以
上
が
相
う

気
が
な
い
と
い
う
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
と
フ
や
っ
て
変
え
て
い
く

の
か
」
「男
性
も
喬
児
休
暇
を
取

り
や
す
い
社
会
に
変
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
」
と
い
う
。

現
配
、
「
下
育
て
と
仕
事
を

楽
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
南
さ

ん
は
、
仕
事
を
始
め
た
山
」
初
、

氏
性
は
問
問
件
の
添
え
物
だ
勺
た

が
、
そ
れ
に
疑
問
を
持
つ
よ
り

も
、
仕
事
の
能
力
を
磨
き
た
い

と
の
一
念
が
先
だ
勺
た
と
い

う
。
「
上
司
に
似
ひ
る
男
性
の

ほ
う
が
不
自
由
で
は
な
い
か
と

思
勺
て
い
た
し
、
お
茶
く
み
も

7

女
の
広
い
度
量
を
見
せ
て
や

る
“
態
民
で
、
苫
に
な
ら
な
か

っ
た
。
仕
事
は
問
分
に
と
っ
て

空
気
の
ょ
っ
な
も
の
。
一
生
働

き
た
い
が
、
仕
事
も
育
児
も
お

う
そ
か
に
で
き
な
い
」
と
。

一
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g
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専
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込
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患

者

j
喜

!

?
，i
i
f
i
t

ま芝

「
王
女
イ
ヴ
ォ
ナ
」
を
上
演

足
腰
の
強
い
文
化
よ
育
て
/

翻
訳
劇
の
慣
れ
た
k
閣
に
じ
寸
受
円
以
の
対
象
と
な
っ
た
の
は

え
ら
れ
る
湯
浅
芳
子
山
(
第
5
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ゴ
ン
ブ
ロ
ヴ
ィ

回
)
を
受
口
L
F両
国
の
ン
ア
ッ
チ
作
の
「
七
女
イ
ヴ
ォ
ナ
」

タ
l
X
(カ
イ
)
。
そ
の
代
表
と
(
昨
年
秋
上
函
)
。
ポ
ラ
ン
ド

し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
一
切
を
仕
の
人
で
さ
え
特
異
、
難
し
い
と

切
勺
て
い
る
の
が
こ
の
人
。
い
う
ゴ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
附

第
五
回
湯
浅
芳
子
慣
を
受
賞
し
た

シ
ア
タ
ー

x(力
イ
)
フ
ロ
デ
ュ
サ

上
田
美
佐
子
さ
ん

wh官
、
ボ

1
7ン
ド
か
ら
ヤ
ン

.
ベ
シ
ェ
ク
(
俳
優
、
前
出

家
)
を
迎
れ
て
き
て
、
円
本
の

訂
F
俳
優
の
木
l
デ
ィ
シ
ョ
ン

か
ら
始
ま
り
、

一
砕
が
か
り
で

酷
備
、
融
市
出
し
公
演
を
成
功
さ

せ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
か
か
わ
り

は
、
フ
リ
l
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

時
代
、

三
年
が
か
り
で
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
通
い
つ
め
て
、
ア
ン

ジ
L

イ
・
ワ
イ
ダ
の
演
出
、
板

東
k
一一一
郎
の
宅
情
で
「
ナ
ス
タ

ー
シ
ャ
」
の
上
演
を
実
現
(
八

九
年
)
さ
什
て
か
ら
。
九
h
年

に
は
ボ
l
う
ン
ド
銀
功
労
白
、

文
化
坊
労
円
以
を
伺
て
い
る
c

蝉
台
t
t
弓
術
学
院
で
漏
出
を
学

ん
だ
が
、
長
い
間
岬
刊
誌
の
編
憶

を
や
っ
て
い
た
。
「
高
楽
の

友
」
の
取
伺
で
、
っ
か
こ
う
へ

い
と
知
り
角
い
、

E
hっ
て
い

る
う
ち
「
な
ん
と
事
¥
っ
か

事
務
所
の
代
表
に

」。

八
六
年
の
一
月
、
朝
日
新
聞

{繁3種郵便物認可)第 1193号

日
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靖

」

テ
ニ
ア
ン

ωの
案
内
を
お

願
い
し
た
島
袋
三
郎
(
別
地

名
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ボ
l
ハ
〕
さ

ん
は
、
ぬ
の
過
去
を
知
る
門

重
な
人
で
す
。
私
た
ち
が

こ-つ

1人おいて南さ九

相
手
が
出
分
の
姓
に
変
え
る

と
い
っ
た
の
で
、
気
が
変
わ
ら

な
い
う
ち
に
と
二
1
歳
で
結

婚
。
で
も
、
て
人
と
も
偏
見

・

誹
議

・
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
、
昨

年
舵
婚
し
内
縁
関
係
に
な
っ
て

討
が
晴
れ
附
れ
し
て
い
る
と
い

う
仲
藤
さ
ん
は
1

古
性
と
し
て

の
役
割
を
固
定
さ
れ
る
仕
会
は

午
き
に
く
い
」
と
強
調
。

H
K

は
家
事
も
一
育
児
も
仕
事
も
“
の

時
代
に
共
働
き
し
、
お
茶
く
み

に
込
め
ら
れ
十
字
担
別
必
識
に
悠

り
苧
感
じ
て
い
た
と
い
う
。
「
あ

ら
ゆ
る
件
代
の
さ
ま
さ
ま
な
場

面
で
性
別
役
割
の
固
定
が
あ

る
。
こ
れ
が
山
間
齢
期
夫
婦
の
重

み
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
一
つ
。

η

妻
が

芙
の
却
の
面
倒
宇
若
る
の
は
当

然
“
と
い
う
風
潮
が
あ
る
が
、

「
妥
だ
か
ら
、
回
開
だ
か
ら
と
役

割
を
決
め
付
け
ら
れ
強
制
さ
れ

る
人
生
は
し
ん
ど
い
」
と
話

し
、
介
護
の
社
会
化
を
弔
急
に

進
め
る
必
要
が
あ
ノ
立
し
た
。

「
同
生
動
向
語
末
調
企
」
で

は
、
円
本
の
夫
婦
は
平
均
一
一
人

以
上
の
子
ど
も
を
産
ん
で
い
る

の
に
、
生
易
に
少
f
社
会
と
い

う
の
は
お
か
し
い
と
い
う
の
は

渋
谷
さ
ん
。
問
中
率
一
・
四
二

と
い
う
数
字
は
、
未
婚
の
ん
且
性

宇
ち
合
め
た
年
齢
む
と
の
出
生

誕
を
合
計
し
た
数
字
。
晩
婚
化

-
晩
産
化
が
続
く
間
は
二

・
。

よ
り
も
低
く
な
る
が
、
そ
れ
で

も
産
み
終
つ
ず
鵡
-
人
産
ん
で

い
れ
ば
、
出
作
土
率
は
上
昇
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

「
根
強
い
性
別
役
割
と
家
脹
中

心
の
考
え
方
は
、
男
性
だ
け
で

な
く
女
性
も
"
共
犯
者
~
底
識

改
革
と
、
下
ど
も
を
産
む
こ
と

を
選
択
し
た
人
に
は
、
育
見
と

親
向
身
の
同
己
実
現
が
で
き
る

行
会
的
条
件
の
鐙
備
が
課
題
」

と
い
う
。
さ
ら
に
高
齢
社
会
で

は
、
能
川

・体
刈
と
も
に
元
気

な
老
人
が
旭
え
る
の
だ
か
ら
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
什
各

社
会
シ
ス
テ
ム
と
、
寝
た
き
り

に
な
ら
ず
、
元
気
で
長
生
き
が

で
き
る
啓
発
運
動
が
軍
要
、
と

提
案
し
た
。

話
し
角
い
を
ま
と
め
中
嶋
さ

ん
は

「家
事

・
育
児

・
介
護
な

ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
家

脹
と
話
し
合
い
、
政
策
決
定
の

場
に
女
性
を
増
や
す
た
め
に
政

治
に
関
心
を
持
っ
て
、
んA
性
議

川
口
苧
擢
す
缶
動
や
、
自
ら
議
員

に
立
候
補
す
る
な
ど
、
/
正
性
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
大

切
」
と
、
女
性
た
ち
に
エ
l
ル

を
送
り
、
フ
ォ
ラ
ム
を
締
め

く
く
勺
た
。

(浦
野
望
智
子
)

左から中帽さ九、

で
ア
ン
ジ
ェ
イ

・
ワ
イ
曳
除
督

の
イ
ン
究
ビ
ュ

l
記
事
が
出
て

い
た
。
ワ
イ
T
監
朝
日
は
H
E
V
u

と
し
て
、
玉
一
一
郎
で
ド
ス
ト
エ

ア
ス
キ
ー
の
「
臼
痴
」
を
や
り

た
い
、
と
一
品
「
て
い
た
。
「
こ

れ
だ
」
と
思
勺
た
。
失
も
楯
も

た
ま
ら
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

飛
へ
た
。
東
欧
は
ま
だ
社
会
主

義
体
制
の
と
喜
ロ
友
人
た
ら

は
み
な
、
無
駄
だ
、
い
は
体
制
の

ワ
イ
官
は
軟
来
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
。
と
も
か
く
ホ
子
ん
か

ら
ワ
イ
女
の
家
に
泊
話
し
て
み

る
と
、
今
芝
居
の
隅
古
小
だ
と

い
う
n

え
居
が
で
き
る
く
ら
い

な
ら
、
と
少
し
安
堵
し
た
。
す

ぐ
ワ
イ
支
が
ホ
テ
ル
に
戸
ケ
¥
と

い
う
。
半
信
半
疑
で
待
っ
て
い

る
と
、
本
当
に
ワ
イ
ダ
が
ホ
テ

ル
に
や
っ
て
き
た
。
「
凄
い
ス

ピ
ー
ド
で
H
M
W
の
来
用
車
が

糊
付
け
に
な
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
中
か
ら
ワ
イ
ダ
が
ヒ
ラ
リ

と
下
り
て
」
。
こ
の
円
か
ら
一

年
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
通
い
話
的
、

つ
い
に
「
ナ
ス
究
l
シ
ャ
i

の

演
に
成
功
。
主
ゴ
一
郎
は
ム
イ

シ
ュ
キ
ン
と
ナ
ス
タ
l
シ
守
の

一
役
を
頑
じ
、
大
変
な
評
判
。

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
貧
し
い
国

で
す
が
、
国
民
全
耳
怖
が
一
五
一
附
に

空
港
に
到
曽
し
た
時
、
恥
ず

か
し
モ
う
に
迎
r

え
て
く
れ
ま

し
た
。山
田
袋
さ
ん
の
実
父
は
沖
約

出
身
で
、
母
は
チ
ャ
モ
ロ

人
。
島
袋
さ
ん
が
4
歳
の

・時
、
両
親
が
離
婚
。
彼
は
南

洋
興
産
で
ク
レ
ー
ン
の
運
転

を
し
て
い
た
城
間
さ
ん
に
頂

け
ら
一
れ
、
父
は
ロ
タ
島
に
渡

っ
て
い
っ
た
と
一
吉
い
ま
す
U

6
成
の
時
、
島
袋
さ
ん
は

ア
ギ
カ
ン
自
に
い
ま
し
た
。

テ
↑
一
ア
ン
が
絶
滅
状
態
に

は
り
、
米
軍
の
ボ
l
ト
宇
椛

ん
で
命
か
ら
が
ら
敗
残
日
本

兵
が
砧
に
渡
っ
て
果
ま
し

た
。
す
る
と
ア
ギ
ガ
ン
に
い

F臼
本
兵
は
「
敗
強
兵
の
お

前
た
ち
が
迩
を
見
什
与
と
他

の
兵
た
ち
の
上
示
に
か
か
わ

る
。
こ
こ
へ
来
た
の
は
間
違

い
だ
っ
た
な
巳
来
る
な
ら
究

ん
で
か
ら
米
い
」
と
、
木
に

同
さ
れ
て
竹
の
ム
チ
で
引
た

れ
て
い
ま
し
た
。
ム
ヴ
も
そ
の

光
損
苧
怠
れ
る
こ
と
が
同
来

な
い
と
古
い
ま
す
。

深
刻
/
医
療
費
の
負
担
増

軍
事
民
医
連
空
気
に
な
る
愚
者
」
を
問
問
調
査
、
小
冊
子
に
ま
と
め
る

薬
の
服
用
を
節
約
す
る
人
も

東
京
都
に
あ
る
卜
九
の
病

院
、
九
十
一
診
療
所
、
調
剤
柴

川
、
訪
問
看
議
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

一百
二
十
四
医
紺
槽
関
が

加
盟
す
る
東
京
民
医
述
は
位
反

島
袋
さ
ん
は
終
戦
後
、
沖

縄
に
戻
り
ま
し
た
。
神
制
で

見
た
も
の
は
子
↑
一
ア
ン
以
上

に
残
虐
な
、
戦
争
の
爪
跡
で

し
た
。
テ
ニ
ア
ン
に
い
た
兄

か
ら
帰
っ
て
来
令
ふ
う
す
す

め
ら
れ
、

1
9
5
3
年
(
昭

泌
)
テ
ニ
ア
ン
に
復
帰
。

現
在
は
テ
ニ
ア
ン
醜
業
試

験
場
に
勤
務
し
、
ヤ
シ
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
、
野
菜
は
ど
を
統

府
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方

で
、
島
袋
さ
ん
は
白
木
人
の

遺
骨
収
集
に
献
身
的
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

「
遁
什
を
拾
っ
て
あ
げ
る

と
"
あ
り
が
と
う
ね
“
と
い

う
一
言
勲
が
ハ
ァ
キ
リ
幽
こ
え

ま
す
」
と
。
ま
「
-
、
早
朝
、
東

海
障
で
釣
り
を
し
て
い
る

と、
寸痛
い
F

助
け
亡
F

」

と
い
う
叫
び
甫
を
、
今
も
よ

く
聞
く
そ
う
で
す
。

五
十
数

th肝た
A
r
も、

魂
は
滅
び
る
と
と
は
な
く
、

望
郷
の
叫
び
を
あ
げ
て
い
る

の
で
す
。
元
国
同
だ
っ
た
南
武
雄

保
険
仏
等
が
大
幅
「
改
F
」
さ

れ
た
昨
年
九
月
以
降
、
「
突
然

受
診
し
な
く
な
っ
た
」
な
と
「
気

に
必
る
患
者
」
約
7
人
を
訪

問
。
を
め
結
而
取
を
こ
の
ほ
ど
小

同
子
『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
山
ぞ
む
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
』
に
ま
と

め
、
記
者
会
見
で
発
涙
し
た
。

。

実
際
に
活
動
し
た
の
は
、
医

師
や
引
い
省
婦
で
作
る
「
気
に
な

る
忠
者
訪
問
行
動
推
進
蚤
員

会
」
。
川
半
島
健
二
委
員
長
(
立
川

相
互
病
院

・
内
科
医
師
)
は
「全

体
と
し
て
医
療
政
あ
負
引
が
上

が
っ
た
分
、
受
診
の
回
数
や
柴

の
使
用
宇
手
控
え
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
小
冊
下
に
は
訪
問
し

た
中
で
、
典
明
的
な
一二
十
六
例

キ
般
の
玉
げ
た
」
と
い
う
。

患者訪問の結果を発表する医師ら
(3月23日・豊島区南大塚の東京民医連事務所)

」事
例
か
ら
は
、
"
命
に
も
関

わ
る
u

深
刻
な
事
態
が
浮
か
び

上
が
る
。
四
泊
街
、
開
尿
病
、

高
血
庄
で
月
-
同
外
来
通
院
を

し
て
い
た
八
十
一
一
歳
の
女
件

は
、
九
七
年
以
降
、
受
診
を
押

え
る
よ
う
に
な
り
、
三
和
月
ぶ

り
に
世
院
。
そ
の
二
H
後
に
、

足
の
も
つ
れ
、
意
識
障
害
を
訴

え
、
磐
亀
で
入
恥
し
た
c
九

月
か
ら
医
療
白
が
ト
が
る
と
、

生
請
し
℃
い
け
な
い
と
、
一
日

三
回
飲
む
薬
を
回
に
減
ら
し

て
い
た
と
い
も
つ
。

腸
穿
孔
を
起
こ
し
、
緊
急
手

術
鷺
世
け
十
立
卜
五
歳
の
ダ
ン

プ
迎
転
干
。
手
術
は
成
功
し
た

が
、
創
部
が
ふ
さ
が
ら
ず
、
ヶ

ア
の
必
要
が
あ
っ
た
。
手
術
か

ら
一
か
月
後
の
九
月
、
入
院
質

問
己
負
担
が
一
倍
に
な
り
、
悩

ん
だ
あ
げ
く
「
退
院
」
を
申
し

出
た
。
入
院
佐
は
月
六
刀
一二千

六
百
円
を
想
え
、
高
徹
底
療
抑

制
度
が
適
用
さ
れ
る
が
、
差
額

が
戻
る
の
は

=
、
同
か
川
後
。

こ
の
他
に
も
「
主
治
医
に
は

惑
い
が
、
内
科
の
受
診
U
を
眼

科
や
皮
膚
科
の
診
療
が
あ
る
日

に
食
え
℃
ほ
し
い
。
同
じ
円
な

ら
い
且
百
円
で
す
む
」
と
や
り
く

り
す
る
高
齢
者
。
慢
性
呼
吸
一小

4
安
」
在
宅
酸
素
療
法
が
必
要
だ

が
、
そ
の
機
械
の
電
気
代
が
月

七
手
円
も
か
か
る
た
め
、
子
レ

「女性への暴力」

道内で初の調査

一-

~~l. 
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か
か
わ
っ
亡
、
足
時
閣
の
強
い
文
い
で
す
よ
」。

化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
宇
品
川
感
翻
訳
物
が
白
骨
ξ
っ
た
わ
け

し

ま

し

た

」

。

だ

が

、

「

シ

ア

主

l
Xの
だ
し

九
一
一
年
ー
、
両
国
に
下
町
随
一
も
の
は
H
本
の
物
の
ほ
っ
か
多

の
ノ
ッ
ポ
ピ
ル
誕
生
、
そ
の
巾
い
で
す
よ
。
日
本
の
近
代
劇
の

に
ー
シ
ア
タ

X
」
オ

l
ブ
秀
作
一
#
物
を
発
桝
し
て
と
泊

ン
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
。
し
て
い
る
〈
名
作
劇
場
〉
。
有

「
も
と
も
と
こ
こ
は
背
の
国
名
な
作
家
の
作
品
で
も
上
演
さ

伎
館
。
占
領
唱
に
接
収
さ
れ
、
れ
た
乙
と
も
な
く
誰
も
知
ら
な

u大
建
ム
に
な
り

c

再
開
発
い
作
品
が
あ
っ
た
り
し
て
。
こ

出
向
が
バ
ブ
ル
の
と
さ
で
、
こ
れ
も
十
三
本
上
泊
し
ま
し
た

ん
な
大
き
な
ピ
ル
に
な
り
、
容
が
、
什
本
上
泌
す
る
主
立
一一呂
L

周
三
百
の
劇
場
が
出
来
、
私
の
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
と
何
年
か

と
こ
ろ
に
話
が
き
た
。
私
が
や
か
る
か

L句
。
シ
ア
タ
ー

xの

り
た
い
も
の
を
や
っ
て
い
い
な
灯
を
約
す
わ
け
に
は
い
さ
ま
せ

ら
、
と
い
っ
た
ら
そ
れ
で
よ
い
ん
ね
」
巴

と
。
オ
ー
ナ
ー
は
ど
う
せ
ζ
ん
「
今
、
皆
、
云
術
と
い
う
コ
]

な
下
町
の
場
末
、
何
を
や
っ
て
牒
を
使
い
た
が
り
ま
せ
ん
3

で

も
人
が
棋
な
い
。
好
『
に
は
よ
う
も
、
私
は
主
術
を
作
り
た
い
。

に
や
ら
せ
て
お
け
、
と
思
っ
た
劇
尉
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
命
を
か
け

ら
し
い
の
ロ
ハ
ハ
ハ
」
。
て
や
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
阿
を
し
て
も
い
い
。
も
う
芸
術
巡
動
の
拠
点
が
劇
場
で

け
ろ
、
と
も
-
H
わ
な
い
、
だ
け
す
。
劇
場
は
芸
術
家
を
作
勺
て

戸
」
金
は
出
し
て
く
れ
な
い
。
向
い
く
も
の
だ
し
、
劇
場
は
劇
場

分
で
や
っ
て
徴
し
い
、
で
す
か
と
し
℃
ベ
ま
れ
る
の
で
は
な
ご

ら
火
設
な
の
。
五
千
円
の
入
場
去
術
家
に
よ
っ
て
劇
場
に
育
つ

糾
を
と
り
、
満
開
に
な
っ
て
も
て
行
く
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

収
ふ
け
ー

ι
+万
円
で
し
ょ
う
。

や
れ
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
文

化
庁
の
助
成
傘
も
ら
っ
た
り
、

ス
ポ
ン
サ
ー
を
と
り
に
か
け
ま

わ
っ
た
り
。
ま
あ
皆
さ
ん
の
と

協
力
て
な
ん
と
か
。
企
業
も
景

気
の
い
い
と
さ
は
メ
セ
ナ
と
か

な
ん
と
か
格
好
い
い
こ
と
い
っ

て
ま
す
が
、
不
視
に
な
る
と

ロ
日
本
の
文
化
の
足
腰
は
弱

第

{
札
幌
】

北
京
で
開
か
れ
た

世
界
久
性
会
議
で
、
女
性
へ
の

暴
刀
は
「
宿
六
な
人
権
侵
古
」

と
し
て
、
重
要
諜
題
に
な
っ

た
。
日
本
で
も
家
庭
内
で
目
掛
川

伊
受
け
な
が
ら
、
じ
っ
と
我
慢

し
て
い
る
女
性
は
多
い
。

札
幌
市
で
は
耳
性
の
家
庭
内

暴
力
被
揖
を
な
く
す
た
め
、
被

宵
女
性
の
実
態
把
握
と
問
題
点

の
解
明
な
ど
を
H
的
と
し
た

「
「
女
性
へ
の
暴
力
(
家
庭
内
暴

刈
)
』
に
係
る
調
斉
研
究
業
務
」

金
行
う
。
白
情
体
に
よ
る
家
庭

内
最
力
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

は
道
内
で
は
初
め
て
。

調
査
は
古
川
民
団
体
の
「
駆
け

、必
4
シ
ェ
ル
主
l
」
運
営
委
員

会
(
成
出
教
子
迎
包
委
員
長
)

に
委
託
さ
れ
る
。
同
週
一
問
委
国

-札幌市が市民団体に委託・

会
は
、
九
六
年
十
月
に
札
幌
市

内
で
開
か
れ
た
「
駆
け
込
み
シ

ェ
ル
タ
l
困
際
シ
ン
ホ
ジ
ヴ

ム
」
に
実
行
委
と
し
て
か
か
わ

っ
た
人
た
ち
が
九
七
年
二
月
に

鮎
成
し
た
も
の
。

「
駆
け
込
み
シ
ェ
ル
タ
l
」

迎
尚
円
安
市
務
局
長
の
古
藤
忠
F

さ
ん
は
「
円
冶
体
が
政
筑
と
し

て
取
り
あ
げ
る
の
も
、
調
査
を

民
間
に
委
託
す
る
の
も
内
期
的

な
こ
と
L

と
評
価
。
ま
た
近
燥

さ
ん
は
「
虫
の
ス
ペ
ー
ス

・
お

ん
」
の
世
話
人
代
表
で
も
あ

り
、
国
際
会
議
後

「お
ん
一
の

中
に

「駆
け
込
み
シ
ェ
ル
担

l
」
を
開
設
し
、
家
庭
内
暴
ル

の
被
宵
女
性
の
受
け
入
れ
と
門

立
文
径
を
紙
け
て
い
る
の

そ
う
し

F福
宮
者
フ
ァ
イ
ル

や
対
面
調
査
か
ら
、
夫
守

bz

に
向
け
ら
れ
る
掛
力
の
実
態
や

女
性
た
ち
を
選
げ
ら
れ
な
く
し

て
い
る
社
会
要
因
、
夫
が
な
ぜ

増
力
宇
ぶ
る
一
つ
の
か
、
ん
且
性
の

向
旬
以
牢
支
援
す
る
た
め
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
や
法
的

・

社
会
的
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
明
ら

か
に
出
来
た
ら
、
と
昌
一
つ
。

ま
た
札
幌
市
は
昨
年
、
ん
同
性

企
向
課
の
呼
び
か
け
で
「
ム
性

へ
の
暴
力
対
策
関
係
機
関
会

議
」(
日
関
係
閣
閲
)
も
ス
タ

ト
さ
掌
し
い
る
。

ら
お

-Pζ
い
一
コ
も
の
。
地
図
に

は
地
域
の
環
境
要
因
が
乳
ガ
ン

の
標
思
唱
と
と
も
に
符
き
込
ま

れ
る
。

乳
ガ
ン
宛
生
を
地
図
上
に
お
ス
初
の
試
み
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
環
境
と
健
康
に
っ

と
し
て
、
乳
ガ
ン
と
頭
説
訴
因
一
一
年
間
を
釣
や
し
て
、
個
人
い
て
の
啓
桑
ル
」自
己
教
育
運
動

争
杢
問
雨
に
調
査
子
る
イ
ギ
リ
や
凶
体
に
地
図
を
作
成
し
て
も
で
あ
る
と
同
時
に
、
乳
ガ
ン
の

乳
ガ
ン
の
環
境
要
因
を
調
査
イ
ギ
リ
ス

匝区 「

議内
を岡
考絵
え子
ると ρ

会女
発性仁
足の畿

の
問
姐
や
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
(
主
治
医
だ
け
で
な

く
総
数
の
医
師
の
必
見
を
聞

い
て
治
療
法
を
選
ぶ
こ
と
が

で
さ
る
)
シ
ス
テ
ム
の
允
実

な
ど
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
考

え
さ
せ
ら
れ
た
と
と
は
沢
山

あ
り
ま
す
。
乙
-
P
L
h
t点
験

を
話
し
ム
円
い
、
情
報
キ
其
訂

し
、
女
一
件
の
健
康
や
医
僚
の

問
題
点
等
を
傑
っ
て
い
け
た

ら
。
カ
タ
い
集
ま
り
に
せ

ず
、
の
ん
び
り
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
乳
ガ
ン
体
験
者

の
み
な
ら
ず
、
非
体
験
占
、
男

性
も
大
歓
迎
」
と
内
凶
さ
ん
。

会
の
活
動
で
決
ま
っ
て
い

る
の
は
、
年
に
5
、
6
同
山
何

度
聞
く
例
会
で
情
報
交
換
。

学
問
会
、
満
鴻
会
、
都
脱
会

の
開
併
。
会
制
『
ブ
l
ゲ
ン

ピ
も
こ
た
つ
も
我
慢
し
て
い
る

作
宅
忠
者
な
ど
、
卓
態
の
深
刻

さ
が
伝
わ
る
。

「特，
L
高
齢
者
(
年
金
生
活

者
)
や
自
営
業
者
が
も
る
に
影

響
宇
被
っ
℃
い
る
」
〔
代
々
木
病

院
・
小
池
ω
先日也雨)。

同
組
否
A

誌
が
昨
年
米
実
施
し

て
い
る
「
は
が
き
署
名
」
に

も
、
「
金
の
な
い
者
は
、
死
ね

と
い
う
の
か
」
な
ど
の
勿
悲

p
t】か
れ
て
い
る
。
こ
の

声
者
恒
け
、
東
京
民
惇
迎
で
は

「制
度
・
政
治
の
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
い
う
。

小
冊
子
は
希
望
者
に

一
部
宵

円
で
頒
市
。
問
い
合
わ
せ
は
四

ω・
5
9
7
8
・
2
7
4
1
。

「
慰
安
婦
」
問
題
で

政
府
と
国
会
に
要
請

↑冗日
6
問
題
と
と
口
和
む
会

は
、
日
本
政
府
と
国
会
に
対
し

て
「
慰
安
耐
」
問
題
、
戦
後
責

任
問
題
の
隈
本
的
解
決
を
は
か

る
よ
-つ
品
菜
す
る
委
喰
げ
を
、

一
一
月
二
十
円
日
付
で
、
橋
本
首

相
、
小
洲
外
相
、
登
外
政
審
議

宅
良
、
伊
牒
衆
院
議
長
、
斎
藤

事
院
議
民
に
送
っ
た
。

女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平
和

同
民
日
明
金
均
式
で
は
鹿
本
的
解

快
に
な
ら
な
い
。
第一

一次
位
界

大
戦
の
被
官
者
た
ち
に
ド
イ
ツ

や
米
国
が
と
っ
た
補
償

・
賠
償

策
に
範
を
と
っ
た
マ
法
に
よ
る

解
決
宇
持
玉
、
と
い
つ
も
の
。

盗
聴
法
に
反
対
す
る

声
明
を
総
理
大
臣
に

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議

は
、
町
出
聴
汗
山
に
反
対
す
る
声
明

宇
桑
去
し
、
そ
の
声
明
正
を
編

木
総
理
人
臣
に
送
っ
た
。

盗
聴
法
曜
は
憲
法
で
保
障
す

る
ぜ
明
恒
の
日
骨
密
」
を
侵
し
、

白
山
間
な
取
併
を
阻
宮
す
る
危
険

が
大
喜
い
。
こ
れ
は
ジ
ベ
ナ

リ
ス
ト
に
求
め
内
れ
る
併
力
の

怯
視
活
動
が
低
下
、
逆
に
程
力

側
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
が

H
常
的
に
陸
続
占
れ
る
こ
と
に

な
る
。政府
が
民
十
k
k義
阪
線
の
同

法
案
の
制
定
に
あ
く
ま
で
固
執

す
る
広
ら
、
同
法
案
に
反
対
す

る
込
山
い
川
作
、
イ
国
語
界
、
労
組
、

山
民
間
体
、
殴
党
な
ど
広
範
な

国
民
と
連
帯
し
て
廃
案
に
追
い

込
九
で
い
く
と
と
を
表
明
す

る
、
と
し
て
い
る
。

【お
し
ら
せ
}

本
紙
「
お
し
ら
せ
欄
」
ホ
ー

ム
へ

l
ジ
・
ア
ド
レ
ス
変
更

従
来
の
ア
ド
レ
ス
か
ら

2
2
勺

ミ
'
〈
4
F
そ

5ヘ
己

v
=
R
C
』
司
、

三
ミ
に
変
わ
り
ま
す
。

(
現
地
名
コ
ニ
エ
ル

・
デ
ワ

川

ラ
ル
ス
)
さ
ん
(
竹
政
)
が

川

訪
ね
て
米
ま
し
た
。
南
さ
ん

川

は
6
成
の
時
、
笠
支
大
島
出

川

身
の
市
セ
ヤ
九
の
長
f
に
な
り
川

ま
し
た
。
げ
歳
で
U
木
海
軍
川

に
入
隊
し
、
サ
イ
パ
ン
の
虎

川

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
中

部
隊
の
上
等
民
と
し
て
機
関

川

に
乳
ガ
ン
に
か
か
り

F
術、

銃
打
ち
を
や
っ
「
在
う
で
す
。

川

失
わ
れ
た
乳
房
の
一円
建
干
術

討
議
で
終
戦
。
そ
の
後
米

川

宇
待
っ
た
体
験
を
『
メ
イ
ド

軍
に
入
り
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
川
・
イ
ン

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

テ
ニ
ア
ン
に
出
張
c

国
人
の

川

お
っ
ぱ
い
』
(
発
行
・
北
水
/

給
料
戸
げ
で
は
生
活
で
き
ず
川
発
売

・
教
育
史
料
出
版
会
)

巡
転
手
、
人
工
、
漁
師
な
ど

川

に
ま
と
め
た
内
田
絵
字
(
う

の
仕
事
も
し
た
そ
う
で
す
。

川

ち
た
え
い
こ
)
さ
ん
H
閉
山

・

現
在
は
老
人
ホ
1
ム
の
所

川

7
・

ω号
「
ず
|
む
・
あ
っ

長
さ
ん
で
す
。
南
さ
ん
か

川

ぷ
」
欄
に
号
取
H
。

ら
、
今
で
も
テ
二
ア
ン
に
は

川

そ
の
折
「
女
性
同
上
が
助

I
6
0
0
人
以
上
の
遺
骨
が
川
け
角
い
、
何
で
も
話
什
あ
η

情

欣
翌
五
た
ま
ま
に
な
っ
て

川

報
交
挽
の
場
“
を
作
り
た

三
三
三
E
E
-
-
-
E
z
-
-
一
一
一
一
=
一
一
三
E
P
-
-
=
三
三
一
三
=
-
E
E
-
-
一
一
一
一
一
三
一
三
一
E
z
-
-
一
三
=
=
=
川
い
る
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
川
い
」
と
諮
っ
て
い
た
が
、
思

「
J
汁・・
l
川
叶
J
川
」

キ
l
に
入
り
l
柄
。
加
、
引

川

「
あ
年
た
方
の
同
胞
が
、

川

い
が
具
体
的
な
形
と
な
り
、

F

一

画

一

参

加

者

一

ヨ

ハ

イ

マ

ス

山

で

キ

ャ

ン

川

寂

し

い

ヤ

ブ

の

小

に

限

っ

て

川

こ
の
ほ
ど

「内
山
絵
f
と
女

輯
F
ヴ

企

軍

占

い

」

プ

汁

火

お

こ

し

か

ら

は

じ

ま

川

い

ま

す

c

皆

、

右

奈

川

性

の

医

療

事

会

」

が

寵

盤

盟

。

一

ん

本
紙
に
「
プ
エ
フ
ロ

・
イ

り

、

食

事

富

分

で

号

、

川

せ

て

い

る

。

喉

も

乾

い

て

い

川

発

足

し

だ

一

層
圏
臨

M

F

ギ
ィ
ア
ン
と
だ
」
量
動
物
の
足
跡
主
う
ス
キ
ル

川

る
。
祖
国
民
り
た
い
と
位

川

「イ

ン

フ

ォ

ー

ム

ド

・

コ

一

朝

轟

肘

一

汁

獄

中

露

首

子

え

(
U
ほ

ど

白

然

が

い

つ

は

い

の

キ

川

い

て

い

る

の

で

ま

」

と

、

川

ン

セ

ン

ト

」

(

告

知

と

喜

一

品

目

子

本
児
章
夫
術
研
究
所

・
代
ャ
ン
ブ
c

川

見

事

な

日

本

語

で

一

三

一

叩----
一一一
一一一
F--
-一一--------一一一

--m--一一-一
一-
-一一一一一
一一一
一一一--
一司自
一一一一

--e-一一一
一
-
E
E
-
-
=
E
i
-
-
E
i
--一一
一一

男

輔

ン

和

表
)
の
企
画
、
案
内
で
、
圧
管
官
官
ま
で
サ
ン

川

一一
吾
、
豊
富
三
葉
で
私

川

i

i

s

2
、
3
年
お
き
に
各
地
で
間
在
吏
ー
の
円
分
科
会
=
5

一

腰

臨

カ

葉

休
み
の
7
月
山
円
か
ら
お
U

タ

フ

ェ

で

5

泊

。

「

オ

才

十

川

間

た

ち

に

訴

り

か

け

て

き

ま

川

輔

麓

催

さ

れ

て

い

た

が

、

例

年

山

員

懇

塁

。

一

瞬

睡

リ

受

ま
で

?
7ィ
ブ

ア

メ

リ

カ

子

ど

も

の

ア

ー

ト

セ

ン

:

よ

す

。

「

私

に

お

金

が

あ

っ

た

川

、

閉

国

々

5

6

同

が

閣

か

れ

て

以

6

品

目

か

主

体

一

輔

議

メ

川

ン
を
訪
若
手
ー
が
行
わ

l
」

で

交

流

。

テ

ス

ケ

ブ

工

山

里

ら

遺

骨

を

日

本

に

返

し

て

あ

川

小

聾

謹

7
T
Zり
の

塁
。
神

奈

会

。
午
後
日
開
か
ら
シ
ン
了

鞭

鵠

ァ

仰

れ
る
。
ア
ベ
リ
カ
の
先
住
民
ブ
口
、
手
ス
ブ
エ
ブ
ロ
を

…

ど
げ
る
こ
と
出
来
る
の
で
す

…

つ

概

盤

U

川
県
内
吟
習
ゲ
ル
1
1
、
ジ
ヴ
ム
。

「
女
性
史
を
山
一

鞭

髄

載

族
の
自
然
と
共
存
す
る
き
訪
問
、
文
化
交
流
、
ブ
ィ

l

川

一

一

下
が
」
。
彼
は
削
人
恩
給
基

山

の

興

袖

盛

性

耐
究
者
け
心
に
昨
仔
か
ら
市
う
」
と
し
て
、
い
ま
一
件
史
一

定

一

瞬

麟

ィ

連

々
自
然
へ
の
感
謝
の
心
を
ス
ト
(
語
感
謝
祭
)
な
ど

山

一

♂

け

て

い

ま

せ

ん

。

川

究

朝

間

鵬

女

仰
を
つ
づ
け
ゲ
言
。
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
国
語
一

三

雄

輔

仔

紙

学

長

-

、

を

早

、

現

h
の
ネ
イ
テ
ィ

…

Z話
別
れ
る
時
、
出
え
は
「他

山

研

輯

韓

肋

つ
ど
い
の
主
イ
ト
ル
は
記
し
て
い
る
ト
空
間
f

一

一

点

ィ

刺

9

口

午

後

成

器

、

口

サ

ブ

ア

メ

リ

カ

ン

の

生

活

季

川

お

た

ー

に

は

く

れ

く

れ

も

若

つ

川

史

鱗

蝿

な

「
新
ミ
レ
ニ
ア
ム
へ
の
伝
さ
ん
(
京
大
学
教
号
、
H
一

L一

d

本

ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ア
ル
パ
カ
l

ぷ。

川

{
私
引
け
て
、
自
分
自
身
実
切
に

川

性

期

購

か

白し

f
o
o
l年
は
新
し
い
本
史
学
者
の
安
丸
臼
よ
さ
ん
一

3
一

1
議
題

g
r
i
l
-
-際

旅
行
代
議
万
8
0
0
0

川

一
は
じ
す
る
の
で
す
よ
」
と
、
自
分

川

女

酷

臨

島

世
紀
の
堂

2同
時
に
新
(
府
大
刊
誌
授
)
に
、
文
一

三

ぽ

験

隣

剥

謝

芳

融

師

阻

細

2

5

3

8

0

川

一
誌

に

言

い

聞

か

芸

よ

う

に

川

園

醐

鱒

ノ

し

い

千

年

紀

、

っ

号

新

ミ

行

長

白

か

ら

折

丹

美

郎

一

二

臨

調

譲

れ

積

一

ρ
胡
圃
園
盟
関

ooH)。
航
空
券
、
李
ル

川

一

毒

し

み

じ

み

と
ι
昌
い
ま
し
た
o

川

全

関

舗

江

レ
一
一
ア
ム
の
始
ま
り
。
戦
争
子
、
加
納
長
代
さ
ん
が
加
一

生

諸

齢

事

制

健

闘

劉

瑠

麹

ご
な
ど
の
ほ
か
キ
ベ
ン
玉
川

4
武
遭
テ
ニ
ア
ン
国
に
は
医
者
は
い

川

回

融

融

白

書
に
お
お
わ
れ
た
周
ミ
わ
り
話
し
合
う
。

一

盟
J

酷

潮

騒

除

思

戸

地

噛

鋪

瞬

較

リ

貝
、
キ
ャ
ン
プ

Z料
望

川

山
南
ゃ
な
い
そ
つ
で
す
。
(
終
わ
り
)
川

7

闇
醸
A

レ
一
一
ア
ム
か
ら
平
f
V
3
2
2
5
5
3
円
一

t
一
グ

樹

齢

醐

騨

科

恥

関

]

醐

聞

酔

リ

貝
、
キ
ャ
ン
プ
中
の
宅

i-
---一一一一一一一
----
-一一一
------一一一-----一一一
-EF
--B
一一
一一-
一-一
-一一一一一-----
一一一------一一一-----一一一-'--
一-
一一十一---
一一一一一一
----一一一
』一
一一一一一一-----一一一------一一一
-山

第

噂

舗

前

の
新
ミ
レ
一
一
ア
ム
き
コ
つ
(
資
料
袋
、
報
告
3
等
合
一

虫

一

ぷ

融

調

船

霊

宵

離

散

鱗

臨

聞

型

引

な

ど

が

含

ま

れ

て

い

る

。

キ

川

足

豪

華

程

、

単

純

で

問

題

に

な

ぞ

い

る

高

2さ
ん
の
む
毒
・
ら
う
た
め
に
産
主
開
会

川

樹

齢

9

く
り
出
す
か
。
新
ミ
レ
ニ
F

む
)
、
読
会
(
墨
書
)
3
一

一

極

量

移

ゐ

師

、ー捕

懇

圃

磁

戸

ャ

ン

ブ

に

は

重

和

子

さ

川

温

室

長

溢

さ

れ

る

公

今

、

主

防

発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
過

慢
で
も
あ
る
。

調
査
に
当
た
る
k
性
環
境
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
(
W
E
N
)
は
、

女
性
の
健
反
こ
そ
国
民
の
硯
庄

と
将
来
の
健
康
を
図
る
第
一
の

指
傑
少
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
項
己
主
豆
一
日
E
云
田
口
歪
円
肖
芹
Z
E

き
員
百
三
I
Eコ同国迫田一
z
g
E

ピ
リ
ア
』
を
2
か
月
に
l
回

の
割
で
一
発
行
。

T
ジ
ア
の
古

性
凶
体
に
支
援
金
を
造
る
ー

な
ど
ロ
会
貨
は
、
入
会
金
2

0
0
0
円
、
月
額
制
川
。

支
援
金
は
、
現
地
の
医
僚

ス
タ
ッ
フ
初
出
、
多
く
の
友

人
に
「
命
舟
寺
ら
れ
た
」
と

い
う
感
謝
の
思
い
か
向
、
本

の
印
脱
、
講
演
料
の
一
部
を

何
か
女
性
の
橋
脚
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
い
う
内
出
さ
ん

の
闘
い
で
、
2
0
0
0
年
の

U
H
ま
で
に
、

一
応
の
形
を

作
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「内
同
絵
F
と
ん
民
性
の
医

療
を
考
え
る
会
」
の
連
絡
先

は
、
東
一
一
日
都
千
代
同
区
三
崎

町
3
6
1
山
県
和
ピ
ル

桝
北
水
気
付

図

ω・
3
2

6
4
・
4
6
0
4
(
月
1
金

ω時
L
5
時
)
、
四

ω・
3
2

6
2
・
2
4
0
4
0
ま
十
ほ
、

東
京
郡
立
川
市
錦
町
2
ー
は

幻
内
出
絵
子
(
白
宅
)

問
/
悶
0
4
2
・
5
2
3
・

A
q
n
4
0
0
n
u
o
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わが家にDVDフレーヤーが来た!
(しかも最新モデル)

ー盟出己主主乱いいたわりを

お化相はまず干をJ，j需にL

rヵらおこ主って(tcごさい
雄l満主どで化相占flカ:世

質してしまう恐れがあるか

匂です化糾品のmLJJ:し
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ただし、これは栓を聞ける前のこと。 一度佳を聞けた

しょうゆは、 lヵ月くらいで使い切るようにしたいもの

です。

後を開けたしょうゆには、日がたつと、

カピ状のものが生じることがあります。

これは隣母の 種で、食品衛牛的には問題はなく無

害ですが、この醇母特有の匂いがしょうゆのよい脊り

を煩ねてしまいます。

また、|洞栓したしょうゆは酸化によってだんだん色が

黒ずんでいきますが(制定現象)、これも味や吾りを恋く

する原因のひとつです。

このような品質の劣化を防ぐには、

，'1'使用後は栓をしっかり閉める
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の空気の量を少なくする

1できれば冷厳庫に保存する・-などの注意が必要です。
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東京・千駄ヶ谷に「アンネ・フランクの会J展示館

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
に
感
銘

若
い
世
代
に
命
の
尊
さ
伝
え
る

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
に
感
銘
を
受
け
た
市
民
た
ち
が
、
差
別
と
偏
見
の
な
い
二
十
一
世
紀
を

つ
く
る
た
め
に
!
と
、
「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
会
」
を
つ
く
り
、
ア
ン
ネ
や
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐

殺
に
関
す
る
常
設
展
示
館
を
東
京

・
千
駄
ヶ
谷
に
つ
く
っ
た
。
宣
伝
も
充
分
で
は
な
く
、
来
場

者
は
ポ
Y
ポ

y
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
お
金
の
続
く
限
り
展
示
を
続
け
、
若
い
世
代
に
偏
見
の

残
酷
さ
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
。

入
口
の
展
示
の
前
で
説
明
す
る
石
岡
さ
ん

こ
の
展
示
館
は
、
あ
る
人
の

寄
付
で
て
月
七
日
開
館
し
た
。

日
本
に
は
様
々
な
裂
寸
簡
が
あ

る
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
(
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
)
に
関
す
る
も
の
は

広
島
県
福
山
市
の
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
記
念
館
し
か
な
い
。
こ
こ
は

あ
る
牧
師
の
私
自
で
聞
い
て
い

る
も
の
で
、
工
夫
を
こ
ら
し
て

い
る
が
、
本
件
通
が
不
便
で
訪
問

~ -園田・・・.:1 一-

六
年
同
に
当
た
る
今
年
の
五
月

十
五
日
に
嘉
手
納
基
地
を
囲

み
、
各
ゲ
l
ト
の
前
で
基
地
が

な
く
な
る
よ
う
祈
り
を
込
め
た

お
祭
り
を
や
ろ
う
と
い
つ
も
の
。

「
基
地
が
な
く
な
る
日
」
実

行
委
員
会
は
「
極
東
最
大
の
基

地
カ
デ
ナ
を
非
暴
力
の
祈
り
や

祭
り
で
取
り
囲
み
、
基
地
を
な

く
せ
ば
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地

'1主主~ 

あ
さ
り
を
使
っ
た
料
理
で
、

簡
単
で
お
い
し
い
と
定
評
が
あ

る
の
は

「あ
さ
り
の
ワ
イ
ン
蒸

叶

し

」
や
「
あ
さ
り
の
澗
蒸
し
」
o

h
そ
こ
で
今
回
は
中
華
仕
立
て
に

し
ま
す
。
殻
付
の
あ
さ
り
の
う

ま
味
と
、

一旦
鼓
み
そ
の
風
味
が

z 
(第3種郵便物認可)第 1193号

あさりを入れたら強火で一気にいためます

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
沖
縄
の

全
て
の
基
地
が
な
く
な
る
は

ず
。
こ
の
歴
史
的
記
念
日
に
、

全
国
か
ら
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て

猷
し
い
」
と
一言
っ
て
い
る
。

今
企
画
さ
れ
て
い
る
お
祭
り

は
、
嘉
納
昌
吉
、
寿
、
知
念
良

』
口
さ
ん
ら
沖
縄
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
希
望
省
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
日
本
各
地

の
祭
り
の
再
現
。
小
学
生
が
撮

っ
た
基
地
の
写
真
展
。
中

・
高

生
に
よ
る
マ
ン
ガ
展
。
十
万
人

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
ア
レ
ン

・
ネ

ル
ソ
ン
(
沖
縄
駐
留
米
軍
を
米

国
に
呼
び
戻
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
)
さ
ん
や
N
G
O団
体
の
ス

ヒ
l
チ
。
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
な
ど
。
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア

ほ
ど
よ
く
か
ら
み
あ
っ
た
、
深

み
の
あ
る

一
品
で
す
。
こ
の
料

理
は
、
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
あ
さ
り
の
円
を
開
か
せ
、
身

が
ふ
っ
く
ら
し
た
状
態
で
仕
上

げ
る
の
が
コ

Y
で
す
。
老
酒
が

無
け
れ
ば
、
日
本
酒
で
も
よ
い

者
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
東

京
に

一
日
も
早
く
、
と
い
う
寄

付
者
の
思
い
で
、
ア
ン
ネ
の
日

記
に
感
銘
を
受
け
た
人
、
ア
ン

ネ
の
パ
ラ
の
普
及
を
続
け
て
い

る
人
な
ど
が
集
ま
り
会
を
つ
く

り
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
資
料
を
借

り
二
月
に
開
館
し
た
。
オ
ラ
ン

ダ
の
資
料
は
期
限
が
き
て
返
し

た
が
、
四
月
か
ら
福
山
・
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
館
な
ど
か
ら
資
料
を

借
り
新
展
示
を
は
じ
め
た
。
六

月
に
は
館
独
自
の
資
料
を
集

め
、
展
示
す
る
予
定
。
資
金
が

少
な
い
た
め
、
常
駐
た
っ
た
て

人
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
て

も
ら
・
つ
遥
醤
だ
。

人
り
は
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
学

校
の
先
生
が

F
ど
も
た
ち
学
連

れ
て
き
て
く
れ
た
り
、
親
子
劇

場
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
が

団
体
で
見
学
に
来
て
く
れ
る
の

が
つ
れ
し
い
と
い
う
。

や
独
自
の
出
し
物
も
募
集
し
て

い
る
。非
暴
力
で
楽
し
く
、
堂
々
と

し
た
祭
り
を
め
ざ
し
た
い
と
い

う
。
だ
か
ら
暴
刈
的
行
動
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
着
用
で
の

参
加
は
禁
止
に
し
て
い
る
。

V

「
基
地
が
な
く
な
る
日
」

に
向
け
て
の
行
動

〈
東
京
〉

4
/
缶
凶
山
崎
飯
田
橋
シ

ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
講
演
会

「
押
縄
の
下
供
を
基
地
か
ら
救

お
っ
」
ア
レ
ン

・
ネ
ル
ソ
ン

4
/
m品
川
内
同
時
上
野
水
上
音

楽
堂
「
命
ど
っ
宝

・
平
和
コ

ン
サ
ー
ト
」
嘉
納
昌
吉
&
チ
ャ

ン
ブ
ル
ー
ズ
、
ま
よ
な
か
し
ゃ

ん
他

4
/
却
同
岡
山
ω
時

代

々
木
公
園

「沖
縄
の
基
地
な

く
せ
/
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対

/
戦
争
立
法
つ
ぶ
そ
う
/
」
行

動

5
/
9
ω
凶
時
飯
田
橋

香ばしいふっくらしたあさりになりました

で
し
ょ
う
。
赤
ピ
ー
マ
ン
と
替

市
が
色
ど
り
を
添
え
て
い
ま

す
。《
あ
さ
り
の
豆
蹟
み
そ
妙

め》
{
作
り
方
】

①
あ
さ
り
は
砂
を
吐
か
せ

る
。

(
熱
湯
に
あ
さ
り
を
入

れ
、
円
が
聞
い
た
ら
ザ
ル
に
あ

け
、
水
砂
さ
っ
と
か
け
て
砂
を

流
し
て
も
よ
い
)
。

②
ね
ぎ
、
し
よ
う
が
は
み
じ

ん
切
り
に
し
、
ぃ
亦
ピ
ー
マ
ン
は

粗
み
じ
ん
に
切
る
。
調
味
料
は

合
わ
せ
て
お
く
。

豆
鼓
(
と
う
ち
)
み
そ

は
、
中
国
料
理
の
基
礎
調
味

料
で
大
変
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。
乙
の
中
に
は
あ
ら
か
じ

め
ガ
ー
リ
ッ
ク
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
料
理

で
は
さ
ら
に
足
し
ま
す
。
加

熱
し
た
り
、
ね
ぎ
、
し
よ
う

主
任
の
石
岡
史
子
さ
ん
は

「
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ア
ン

ネ
の
日
記
は
教
科
3
に
も
救
っ

て
い
た
し
、
ア
ン
ネ
と
い
え
ば

知
ら
な
い
人
は
な
か
っ
た
。
い

ま
、
教
科
書
に
も
な
い
そ
う
で

ア
ン
ネ
と
い
っ
て
も
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
と
い
っ
て
も
、
な
ん
の
こ

と
か
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

子
ど
も
ば
か
り
で
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
で
も
話
す
と
驚

き
、
現
代
の
イ
ジ
メ
や
暴
力
の

問
題
と
関
連
付
け
て
考
v

え
て
く

れ
る
子
も
あ
り
勇
気
づ
け
ら
れ

ま
す
」
0

・
ア
ン
ネ
の
日
記
は
位

界
中
で
日
本
が

一
番
良
く
売

れ
、
ぃ
ハ
百
万
部
も
売
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
日
記
を
読

み
感
動
し
た
人
達
か
ら
カ
ン
パ

雲
口
帯
り
、

一
口
も
長
く
展
示
を

統
け
、
で
き
た
ら
恒
久
館
に
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

会
ア
ン
ネ

・
フ
ラ
ン
ク
の
会

展
示
場
H
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
4

1
3
1
1
、
2
F
J
R代
々

木
駅
6
分
、
千
駄
ヶ
科
駅
ロ

分
。

開
館
口
H
火
、
水
、

金
、
土
叩
時
加
分
1
日
時
泊
分

無

料

回

ω・
5
4
1
3
-

A
H
・1
A
q
L
0
0

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
「
基
地
は

い
ら
な
い
女
た
ち
の
大
行
動
」

〈
沖
縄
〉

5
/
旧
同
日
時
宜
野
崎
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国

際
シ
ン
ポ
「
平
和
と
戦
争
」

5

/
川
同
国
際
通
り
パ
レ
ー

ド
、
コ
ン
サ
ー
ト
他

5
/
市

幽
「
基
地
が
な
く
な
る
口
」

5

/
日
凶
嘉
手
納
包
囲
・
海

浜
公
園
コ
ン
サ
ー
ト

5

/
打

倒
嘉
手
納
包
囲

・
普
天
間
基
地

包
囲

・
歴
史
が
変
わ
る

間
企
画
の
た
め
の
、
東
京
か

ら
の
格
安
Y
ア
l
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
詳
し
く
は
、
沖
縄
実
行
委
員

会
田
0
9
8
・8
6

7

5
1

5
9
四
0
9
8
・8
6
9
・

1
4
4
3、

東
京
実
行
委
員

A

面
ω
・5
2
6
1
・3
7
1

7

四
回
・
5
2
6
1
・
3
7

n
ヨヴ
t

さ
ま
保
育
園
」
と
い
う
看
板

が
出
て
い
る
。
け
当
た
り
の

い
い
庭
に
C
Mに
出
て
く
る

子
ど
も
用
の
ブ
ラ
ン
コ
も
あ

っ
た
。「今
は
子
ど
も
は
一二
十
人

弱
で
す
が
、
十
年
程
前
の
、

鼠
盛
期
は
じ
十
人
ほ
ど
も
預

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

と
保
母
さ
ん
。

再
再
甘
館
製
薬
I
T
M企
画

開
発
室
の
丙
村
幸

一
さ
ん
は

「再
番
館
製
薬
は
本
社
の
一一-

百
人
ほ
ど
の
社
員
の
う
ち
、

九
割
が
女
性
で
す
。
し
か
も

弘
れ
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
二
分
業
務
の
主
力
が
屯
話
受
付

く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
可
愛
い
け
。
上
円
も
含
め
、
朝
九
時

保
育
園
が
あ
っ
た
。
「
お
ひ
か
ら
佼
九
時
が
受
付
時
間
。

再
春
館
製
薬
の
保
育
園
は
7

Q
:
肝
年
女
性
に
や
さ
し

い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト

・
テ
レ

ビ
C
M部
門
で
佳
作
を
と
っ

た
再
春
館
製
薬
の
「
ブ
ラ
ン

コ
編
」
。
「
独
り
の
社
員
の
た

め
に
保
育
闘
を
つ
く
り
ま
し

た
」
と
い
う
C
Mを
、
い
い

な
、
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し

た
が
、
ふ
と
、
疑
問
が
わ
き

ま
し
た
。
い
ま
は
保
育
園
の

事
情
は
首
と
ち
が
い
良
く
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、

子
ど
も
を
預
け
る
の
は
会
社

よ
り
家
に
近
い
ほ
う
が
一
フ
ク

な
は
ず
。
本
当
に
保
育
園
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

(
東
京
都
世
田
谷
区
中
村

菊
子
)
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本
市
の
静
か
な
住

宅
街
の
中
に
一
向
春
館
製
薬
本

電
話
受
付
時
間
に
合
わ
せ
て
保
育

新

製

サ
ン
ス
タ
ー
附

「
お
い
し
い
赤
汁
」

7
種
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赤
野
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梅
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で
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菜
四
%
飲
料

田食か るから 加あくよ

色暴露定富 。主調室そ B~宗管 11
子究料らに 、昧さ強、否を筆 11

)所提で盛 C 料り火赤り入鍋
/ 供きり まをのでヒをれに
料・上、 油入口妙|立、油
理ラが杏 をれがめマて弱
指イり J革 同てひるンる火ね
導オ 。を し手ら。、 。でぎ
ン仮か早い/j(次ゆ
園(樹 り けくた をに つ し

ー一一一
-zE2E
白色一一一一一一一，

11 

! 殻付あさり(大)600g、しょうが lかけ、に l

;んにく l片、ねぎ 1:本、赤ピーマン lイ問、サ， 111 
;ラダ油大さじ l、調味料[豆鼓みそ大さじ l々、:111 
:老酒大さじ 2、砂糖小さじ 1]、水100cc、むま l11l

:油少々、香車(ホウル)小さじ

が
な
ど
と
併
用
す
る
の
で
、

調
理
後
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
臭

は
、
あ
ま
り
強
く
あ
り
ま
せ

ん
。
香
草
(
し
ゃ
ん
つ
あ

い
)
は
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
の

右
葉
で
す
。
中
国
料
理
に
は

欠
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
で

す
。
パ
セ
リ
と
同
じ
よ
う

に
、
冷
菜
の
飾
り
や
ス
ー

プ
、
お
か
ゆ
に
仮
り
か
け
て

使
い
ま
す
。

品

サ
ン
ス
タ
l
株
式
会
社
は
、

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
を
盛
自
に
含
む

七
種
類
の
新
鮮
な
赤
系
野
菜
と

梅
肉
で
つ
く
っ
た
野
菜
百
%
飲

料

「サ
ン
ス
タ
l
お
い
し
い
赤

汁
」
を
発
売
。
に
ん
じ
ん
、
ト

マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
紫
さ
つ
ま

山
町
挺
=
権
一
を
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西
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粧
・
そ
の
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と
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ち
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0
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お
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で
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分
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京

お
日
同
1
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側
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中
野
(
東
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野
駅
前
￥

の
曲

ω
・5
3
8
9
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)

昨
年
の
コ
ン
ペ
作
品
は

も
ち
ろ
ん
、
加
年
か
ら
の
山
形

映
画
祭
参
加
作
品
か
ら
初
本
を

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
前
売
l
回
1

1
0
0円

い
も
、
赤
ピ
ー
マ
ン
、
赤
ビ
ー

ト
、
赤
ジ
ソ
に
梅
閃
、
レ
モ
ン

を
フ
レ
ン
ド
し
た
も
の
。
天
然

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
が
た
つ
ふ
り
含

ま
れ
て
い
る
。

(
一
桁
あ
た
り

総
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
ロ
c
r
M

ヲ)。

セ
ン
イ
質
へ
の
こ
だ
わ
り
か

ら
、
野
菜
の
す
り
つ
ぶ
し
を
そ

の
ま
ま
加
え
、
乳
酸
発
酵
に
よ

り
野
菜
の
お
い
し
さ
を
ひ
き
た

V
谷
中
村
強
制
破
援
の
跡
を

あ
る
こ
う

羽
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川
9
時
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分
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木
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町
遊
水
池
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参
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自
問
円
資
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代
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0
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催
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遺
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笠
寸

る
会
他
間
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曲
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v
m歳
の
母
が
絵
を
描
い

た
、
あ
れ
か
ら
5
年
震

却
日
凶
i
5月
5
白

川

キ

ミ
コ
・
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
(
小
田
急

・
東
北
沢
駅
5
分
、
京
玉
井
の

頭
・
池
ノ
上
駅
7
分
四
回
・
3

4
6
7
・3
6
5
7
)

キ
ミ

コ
方
式
を
楽
し
む
別
代
6
人
の

女
展V
加
藤
登
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

今
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
へ

初
日
例
目
時
川
口
リ
リ
ア

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

(
J
R
・
川
口

駅
す
ぐ
)
6
0
0
0円、
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0
0
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主
催
日
本
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ン
タ
ー
回
目
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8
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8
8

ごはんを食べている子もあり遊ぶ子もあり、

お母さんの働く時間にあわせて自由に

と
て
も

一
般
の
保
育
闘
で
は

無
理
な
こ
と
が
お
わ
か
り
で

し
ょ
う
?
」
と
い
う
。

も
と
も
と
一向
番
館
は
、
漢

方
策
の
会
社
で
、
こ
の
と
乙

ろ
美
容
製
品
で
急
激
に
名
を

知
ら
れ
て
い
る
が
、
田
頭
肱

売
は
な
く
、
全
部
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
等
に
よ
る
注
文
販

売
。

「
電
話
の
応
対
に
会
社

の
業
絹
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
誰
で
も
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
修

も
い
り
ま
す
。
子
ど
も
を
生

ん
で
も
続
け
た
い
と
い
う
社

員
が
出
て
き
た
と
き
、
大
歓

迎
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
を
つ
く
ろ
う
と
与
え
ま

し
た
」
。

社
員
の
出
勤
時
間
に
あ
わ

せ
て
子
ど
も
を
預
か
る
。
こ

ち
ら
で
C
飯
を
食
べ
て
い
る

デ
が
い
る
向
う
で
遊
ん
で
い

る
子
が
い
る
が
、
親
の
出
勤

時
闘
が
違
う
た
め
な
の
だ
そ

う
だ
。
な
ど
と
話
し
て
い
る

聞
に
も
「
お
願
い
し
ま
ー

す
」
と
子
連
れ
で
や
っ
て
く

る
お
母
さ
ん
も
い
る
。

一
般
の
保
育
園
の
よ
う
に

お
揃
い
の
上
着
、
園
服
な
ど

な
い
ら
し
く
、
み
な
思
い
思

い
の
服
装
で
も
と
て
も
白
出

な
感
じ
が
し
た
。

(
E
)

(
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
た
い

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
疑
問
を
お
寄

せ
下
さ
い
|
編
集
部
)

て
て
い
る
。
香
料
、
着
色
料
、

保
存
料
等
は
使
っ
て
い
な
い
。

百
六
十
句
百
八
卜
円
。

【訂
止
】
4
月
刊
日
号
4
両

見
出
し
で
安
川
寿
之
輔
さ
ん
の

お
名
前
に
誤
植
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
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ス
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ぼ
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日
時
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時
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ッ
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(
地
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学
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2
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訓
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V
陶
磁
器
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史

5
月
5
日
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ま
で

9
時
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分
1
凶
時
叩
分
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館

(
J
R
・
佐
倉
駅
ド

車
)
民
新
の
陶
磁
器
研
究
の

成
果
に
、
考
古
学
と
美
術
史
を

総
合
し
た
社
蚕
史
の
組
問
か
ら

H

人
・
物
・
技
“
の
3
テ
ー
マ

を
選
び
そ
の
交
流
の
諸
相
を
探

る
秋
草
文
壷
渥
美
(
国
宝
)

な
ど
陶
磁
器
湖
、
扉
風
、
次

装
、
工
芸
品
約
印
点

一
般
制

円
、
↑
八
高
生
側
円
、
中
小
生
別

円
※
団
体
割
引
有
問
合
せ

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
回
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宍
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「
今
夜
は
何
に
し
よ
う
」
そ
ん
な
主
婦
の
声
を
応
援
す
る

ニ
チ
レ
イ
の
夕
食
シ
リ
ー
ズ
に
、
和
風
メ
ニ
ュ
ー
が
新
宣
場
。

好
評
の
「
今
夜
は
つ
く
ろ
う
」
シ
リ
ー
ズ
に
加
え
、

夕
食
の
食
卓
を
さ
ら
に
お
い
し
く
、
手
際
よ
く
彩
り
ま
す
。

今夜は和風が

屯fレンジでもう 一品。
欲しかった和風メニューで、

夕食シーンがひろがります二

今
主
将
、

事
寵
が

伶

w
t恥
r

，h
-

手作り感覚で仕上げる好評の

本格中華「今夜はつくろう」。

新メニューの登場で

バリエーションも充実。今夜は苅肉とカシユーナッツ妙めをつくろう

・2人前/580円(税別) えびしんじよ(特製相子風味タレ付)

・4個入/390円(税別)

沖
縄
と
東
京
で
「
基
地
が
な

く
な
る
日
」
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
駐
留
軍
用
地
特
別
措
間
法
が

出
来
て
一
年
、
沖
縄
復
帰
二
十

かれいの電田鍋げ(特製南蛮タレ付了
¥ζ

・6個入/580円(税別)
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